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0.16mg/kg/告の交互 Azathioprine1.6mg/kg/日投与で
あり，身長の伸びは術後 6ヶ月で、O.4c取であった。 
7. 魚骨穿子しによる下行 S状結腸撞需の 1治験例
高橋敏信(千大)
症部は32歳女性。腹部麗嬉を主訴に来説。左下接部に
圧痛を{半う鶏卵大麗撞あり。全身状態良好。注腸造影で
下行 S状結接部;こ圧橡畿を認める。後腹膜彊蕩を疑い，
開援手術を施行。下行 S状結腸境界部;こ壁外題藩を認
め，悪性麗蕩を疑い下行 S状結腸切徐術を行う。腫癌辻
膿蕩を含む炎症性腫癒で，膿蕩内に約 2cmの魚骨を認
める。この痘例は，魚骨による消詑管穿孔症例と思われ，
本邦133例，欺未36例の文款的考察を加え報告した。 
8. 	 胃の reactivelymphoreticular hyperplasia 
(RLH)の 1額!
谷口撤志(千大)
症鍔は59歳男性。主訴は吐血および下車。入腕時，貧
血高度。胃レ隷・内視鏡検査にて進行胃癌。生検 Group 
l.下車持続のため 1977年 4月27日噴円規.IJ胃切除。射出
標本では，病巣は胃上部後壁のほぼ中央部にあり， 4.0 
x5.5cmで，線状請蕩を合詳し， lla+llcを患わせ
た。組識換索の結果， RLHと診断された。現在までに
蒐集しえた本邦報告例 183例では，胃体部での発生伊tlが
最も多く，潰蕩合併頻震は胃上部で90.5%ときわめて高
いことが判明した。 
9. 早期食道癌の 1倒
海宝雄一(千大〉
症倒は77歳の男性。集匝検診にて食道の異常詮影を指
摘され当科受診。 X線では Eiの後壁に約 3cmの表在
臨田空病変があ予，内視鏡では上向歯苑から 36cm~こ回
出不整な辺藤隆起を伴う表在路回型病変を認めた。生
検により低分化型肩平上皮癌と判明， 1977年 7月 6日右
開絢胸部食道噴円切除，胸壁前食道胃腸合病を行なっ
た。病変は2.3X2.2cm，表屠型で，深遠度 sm，9ンパ
節転移(ー)の早期惑であった。術後 6カ月現在健在で
ある。 
10. 赤血球浸透圧抵抗の臨来的意義および実験的 
Shock時の変動
大JI!昌権(千大〉 
Coil pl釦 etCentrifuge (以下 C.P.C.) は赤血球浸
透正抵抗を動的に澱定する装置である。この C.P.C.を
を用いて，各種疾患の臨床例及び実験的 Shock持の経
時的誤.IJ定を行い，今回，特にその最終溶血点 (H.E.P.)
について検討した。結果:正常人，平均 61.7mOsmに
対し，悪性関塞性黄痘例では 45.2mOsmと有意に摸の
脆弱性の抵下がみられ，尿毒症例で辻 63.1mOsmと逆
に，若干の摸の脆弱化が窺えた。又， H.E.P.とICG-
R15及び Totalbirilbin値の障に相関はなかった。雑
種成犬を用いた実験的 Shockでは，脱血  Shock群 
Endotoxin群とも Shock後 4時間まで，廷ぽ直線的に
膜の強弱化の{展自が認められた。 
11. 門脹正元進症の病態生理学的研究，特に， 内圧
測定からみた食道(J)動態
桜庭草慌(千大〉
食道静脈癌症例の食道内圧変化より以下の知見を得
た。食道各部位において陽性波の出現する群と消失する
群にわけちまも，揚性波辻正常例より平均値;こて発現時間
の遅廷，持続時間の延長，波高の低誼を示した。食道胃
接合部では，二相性変化をみたもの46.1%，陽性波のみ
のもの30.8弘，建性波揚波，共に消失したもの23.1%で
あった。 WHVPの高いもの辻，陽性波の平均値にて発
現時間の遅廷，持続時開の延長，波高の抵下を示した。 
12. 食道癌の頚部上縦謂リンパ箪転移，

第 1報， Virchow リンパ蔀転移の研究

塚原則幸(千大)
従来 Virchow転移症例は zuspatで根治手舗の適
応外とされた。しかし Ceはもとよ!J 1u 1mの食道癌
では上縦痛リンパ箆を経由せずに藍接 Virchow転移を
みることもある。我々はこのような症剖を zuspat症
例から区別し，また箭後照射の対象として頚部上縦隔リ
ンパ節転移を確診するために CTスキャンの応君を試
みた。 CTNumberによる定量診断をも合せて今後検
言ぜを力主える。 
13. 	 濯流許による栄養成分の代誌について〈第 1報)
坪井秀一(千大)
ラット遊離肝をブドウ糖加 FC-43謹流液で濯流し，飽
食群と 48持間関絶食群との肝ブドウ糖代謝を比較検討し
次の結果を得た。飽食群では開始 3時間まで肝より糖遊
出が見られたが，絶食群では開始直後より轄諮費が始ま
りE干グリコーゲンが枯渇している事を示した。 トランス
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アミナ}ゼは荷群に差はなく漸増した。今後， ~章害舟で
の代謝および臨床的に経験しているいわゆる酵素誘導を
実験的に証明したいと考えている。 
14. Elemental Dietの露外分泌iこ及iます影響
坂本昭雄(千大)
慢性葬凄犬を作成し，無麻酔下に各種或分栄養鶏(生
食水・ ED製品・全粥ミキサー食・ 10%詣肪乳剤・リノ
ール酸 .pH 4.2と pH3.0の50%ブドワ糖 .pH 5.5と 
pH 3.0の12%アミノ酸〉を十二指藤内に注入した結果， 
ED製品は pHを下げると拝外分泌に対し刺設作用が
あった。遊離詣酸であるリノーノレ酸は捧外分泌を耗激し
た。 50%ブドワ糖， 12%アミノ酸，pH 3.0の50%プF
ウ糖は共に捧外分誌、を抑制したが，pH 3.0の12%アミ
ノ酸は抑崩しなかった。 
15. 門蘇圧元進痘における雪静脈蜜の研究
白戸寿男(千大)
教室においてX続的に検索し持た円IDN庄充進症は124
例で，食道静脈癌註 116例92%， 青静脈窪は94伊J75.8%
に認めた。教室のX線分類で胃静思表癌illIVV群，食道静
寂癌IVV群の組合せの症例で約80%以上の吐下車の発生
をみる。胃静寂濯分類illIVV群で門脹圧300mmH20以 蔓性炎症を伴'1はすべて何らかの8 {7iJ癌柱部分の検索では 
上， WHVP 250mmH20以上の痘備は非営に出血率は
高い。内服造影でF号訴・ 1専静脈交叉角が広い場合，短曹
静騒が認、吟られる場合に，高度な胃静脈撞を形成してい
る事が多い。 
16. 享L癌の血行性転移に欝する顎究
麿奇具日之(千大〉
教室における1960年より 1976年までの乳癌手衛症例は 
269例でこの中再発生存4伊jと再発形成の特現せる死亡 
47例許51倒について検討するに，臓器再発28例54.9誌と
乳癌の再発は車行性転移によるものが最も多く重要であ
る。骨・蹄転移症例は St亘でも再発までの期間の謹め
て短いものがあり，これら辻僻前からすでに転移をきた
していたと想録される。また，再発後合勢療法で長期生
存が得られてお安，合併療法に加え乳癌の血行性転移に
対する対策が必要である。 
17. Elemental Dietに関する研究〈第2報)

一一ー特に消詑と吸収について一一

山室美砂子(千大〉 
Wistar系ラット;こ胆汁窪または捧液蓮を作成し，消
化按の欠落した状態における ElementalDietの消化
吸収について実験的に検討した。約10S間にわたる体
重， Ht.血清蛋自の変化，水分，窒素，電解質ノ号ランス
を見ると，対照群p 無担汁群，無罪液群の関に著るしい
差はなかった。また実験中辻糞便の排f世誌なかった。す
なわち消化液の欠落状態下においても，正常と同様の消
化鼓収態度を示し，指訪下痢も起こさないことが認めら
れた。 
18. 胆嚢露の臨床病理学的検討
山本義一(千大〉
胆嚢癌切除例16例のうち 1年以上の長期にわたる愁訴
をもつものが5例みられ， いずれも胆石を合許してお
担癌と担石症との関連が示唆される。指前に胆嚢癌と診
断されたものは 1例のみで，荷中診断例8例中 6倒は組
臓器浸潤を認めた。術後診断伊jの7例中 4伊jは国有筋麗
にとどまり肉眼的にも表層型といえるものであった。非
っており， 4例;こ異型上皮が認められた。 
19. 転移性肝癌の診翫法について
伊賀浩(千大)
転移性肝癌の診断法の中で肝シンチグラム， CTス
キャン，エコーグラムについて，それぞれの診斯能を比
較検討した。検討症剖は 113例でこれら全て開援手術を
施行し，好転移の有無を確認した。その結果，肝転
移発見率辻シンチ46.7%，CT，エコー共に80%，診断率
で辻シンチ82.7%，CT 53.8%，エコー95.8%であり，
エコーがすぐれていた。又転移巣の診断可能な大きさは
シンチ， CTで2cm，エコーで lcmと思われる。 
20. 急性肝不全犬における糖代謝の研究
相馬光弘(千大)
肝血流遮断による急性肝不全犬を作成し，生食， 10% 
glucose，10% glucose十Insulin投与の 3群にて，生存
時間， chemical dataにつき比較検討した。生食群の生
存持障は13.4時間， 10% DX群23.9待問， 10% DX十 
Insulin群20.7時間であったo また生食群で、は血糖イ直，
